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第５章　都市づくりの進め方

memo

　地域住民や事業者、各種団体等により行われる、自らの地域・まちを自分たちの手で
良くしていくための取組・活動を積極的に支援するとともに、官民協働によるまちづく
りを推進し、住民が輝く地域づくり・都市づくりを推進します。
　住民・事業者等の地域活動やまちづくりへ参画する機会・仕組みづくりを行い、公共
施設の維持管理、都市環境及び自然環境に配慮した施設整備や更新、イベントや施設開
放等の各種事業に取り組みます。

①多様な主体による都市づくりの推進

　ワークショップやシンポジウム、出前講座等による本マスタープランの普及啓発を推
進し、嘉手納町が目指す都市像や基本目標、都市づくり方針の共有及び理解促進を図り、
地域・事業者・行政等が一体となった協働・共創の都市づくりに取組みます。

②都市計画マスタープランの普及啓発による協働 ・ 共創の都市づくり

　目指すべき都市づくり、活力のある地域づくりを実現するためには、必要となる都市
機能の誘導が求められます。都市計画マスタープランに即しながら、中心拠点や地域拠
点への民間投資を促進し、都市機能の誘導や拡充を官民協働で取り組み、充実した暮ら
しや産業活動の活性化を目指します。

③民間投資の促進による都市機能の誘導と拡充

5-1 協働の都市づくり

ワークショップ　　様々な立場の参加者が地域の魅力や課題等について、 自由に意見を出し合い、 互いの考えを尊重しながら

意見や提案をまとめる場のこと。

用語集参照 _ 都市機能
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　都市づくりには、都市計画に関連する土地利用の規制と誘導、道路・公園など都市施
設のハード整備（分野）に加えて、防災・防犯、環境美化、産業振興、福祉、健康増進、
文化活動など、様々なソフト分野の連動が大切です。
　例えば、地域にとって重要なコミュニティセンターや公園などについては、行政によ
る施設整備や機能充実だけではなく、地域住民やまちづくり活動団体などによる環境美
化活動や地域イベント、防災活動などを実施するなど、ハード分野とソフト分野の連動
により地域の賑わいや魅力の創出を図ります。

①ハード分野 ・ ソフト分野の連動

　本マスタープランに掲げた将来像・目標達成に向け、全庁的な施策の推進を図ります。
　都市計画・まちづくりに関連する教育、福祉・医療、産業、自然など多様な分野の個別・
関連計画の策定・実行により、分野ごとの取組推進を図ります。また、各計画・方針の調査・
策定・実行の各段階における庁内の分野横断的な連携強化により、本マスタープランの
着実な推進を図り、住み良い都市づくりを実践します。

②庁内連携の強化

　本町が含まれる中部広域都市計画区域は、２市２町１村（沖縄市、うるま市、嘉手納町、
北谷町、読谷村）により構成されています。広域都市計画区域として一体的な都市づく
りを進めるため、都市計画区域マスタープランを定める沖縄県や周辺市町村との連携を
図ります。
　その他、国道や県道など広域幹線道路や公共交通、広域的な施設整備（大規模公園など）
は、本町の都市づくりに密接に関連することから、国・沖縄県や関係機関と連携した都
市づくりを推進します。

③広域連携や関係機関との連携体制づくり

5-2 多様な施策が連動する都市づくり
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memo

　都市計画マスタープランは、嘉手納町総合計画や、沖縄県が定める都市計画区域マス
タープランと連動させながら、都市づくりの方針を改善し、社会変化・まちづくりの潮
流に対応させるために、柔軟に見直しを行います。
　また、概ね 20 年間を都市計画マスタープランの計画期間としていますが、中間にあ
たる 10 年後をめどに、計画の進捗・効果などを評価検証し、適切な進捗管理及び評価
に基づく見直しを実施します。

①都市計画マスタープランの柔軟な見直し

　近年、IoT、ビッグデータ、AI など新たな技術革新が進み、生活利便性の向上や都市
づくりへの展開が期待されています。
　都市計画分野においては、GIS（地図情報システム）や３D 都市モデル、ビッグデー
タなど、ICT 環境によるデータ蓄積を共通基盤とし、都市づくりにおける情報の集約化、
分析などに活かし、社会ニーズの変化や課題などの可視化を進めていきます。
　また、新たな公共交通、自動運転、脱炭素化やエネルギーコントロールに対応する住
宅など、次世代のインフラ整備に遅れをとらず柔軟に対応できる都市づくりを進めます。
　そのためには、嘉手納町のみの新技術の検討・導入ではなく、中部都市圏（中部広域
都市計画区域）や沖縄県全体として、実現できるよう関係機関と連携を図ります。

②新たな技術を活用した都市づくり

5-3 社会変化に対応する都市づくり

IoT　　｢ モノのインターネット ｣ と訳される情報通信技術の概念を指す。 パソコンやスマートフォンだけではなく、 冷蔵庫や洗濯機

などの日常的に使用する家電も含め、 自動車、 ロボット、 施設など様々な 「モノ」 がインターネットに接続され、 情報伝達でき

るようになることを意味する。

ビッグデータ　　スマートフォン等を通じた位置情報や行動履歴、 インターネットやテレビでの視聴 ・消費行動等に関する情報、

また小型化したセンサー等から得られる膨大なデータ。

用語集参照＿ＡＩ、 インフラ
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　嘉手納町都市計画マスタープランを着実に推進し、各方針に基づく施策を実施します。
　施策の実施により、都市づくりの課題の解決を進め、都市づくりの目標を達成し、総
合計画で示された嘉手納町全体の将来像「ひと、みらい輝く交流のまち かでな」を都市
づくり・都市基盤整備の立場から後押しします。

③将来像実現に向けて

課題１

密集市街地の改善

課題２

賑わい・交流による
都市の魅力向上

課題３

安全・安心に
住み続けられる
都市づくり

課題４

新技術に対応する
都市施設の整備推進

課題５

持続可能な
都市づくり

土地利用・市街地整備 都市交通体系 公園・緑地等整備 持続可能な都市づくり

戦略的・優先的な
都市づくり

付加価値を高める
都市づくり

良好な都市環境形成
に向けた

土地利用・市街地整備

道路・交通
ネットワークの形成

安全・安心で持続可能
な道路環境の形成

誰もが移動しやすい
都市空間の形成

公共交通の充実

都市公園等の
整備・リニューアル

みどり豊かな
市街地づくり

レクリエーション機能
の創出

災害に強い
まちづくり

自然環境を大切にする
まちづくり

すべての人に優しい
まちづくり

課題解決に向けた
施策実施

限られた空間を活かし、

コンパクトで連続性の

高いまちづくり

多様な人が行き交い、

賑わいと交流が生まれ

るまちづくり

活発な都市活動が

創りだす

持続可能なまちづくり

都市防災機能を高め、

豊かで安心して暮らせる

まちづくり

課題解決

目標１ 目標２ 目標３ 目標４

達
成

達
成

達
成

達
成

嘉手納町全体の将来像を都市づくり ・ 都市基盤整備の立場から後押し
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これまでのワークショップを踏まえて、
若手職員が考えたわが町の「将来都市像」

　２回目の町役場職員ワークショップでは、住民ワークショップを含めての集大成として、

魅力・らしさを活かし、課題を解決しながら迎える20年後の「将来都市像」を３つのグルー

プに分かれて作成しました。

　共通点としては、嘉手納町役場や新町通りなどを含むロータリー周辺について、中心拠点

という位置づけはそのままに、さらに生活を豊かにする機能の誘致や集約を目指すという点

となっています。一方で、各グループの特徴として、Aグループでは海岸線のウォーターフ

ロントとしてのにぎわいづくり、Bグループでは住宅地の拡充、Cグループでは交通軸の強化

等の案が示されました。

　この案をもとに、本計画では将来都市構造（P32）を位置づけています。

（土地利用）

商業機能の強化

機能集約

（社協、役場）

道路を整備し、

東西を繋ぐのが

理想的

高級住宅

歴史
文化
軸環境

保全
軸

交通
の軸

ウォーターフロント
ゾーン

公園

A グループ

店舗兼住宅 +高層化

水釜大木線を拡幅し、

まっすぐに整備

読谷方面への交通軸を強

化し、朝夕の渋滞を緩和

東西をつなぐ歩行者

用通路（地下通路）

老朽建物が多く、近いうちに更新が必要

→面整備で利用しやすい区画にして、東

側に足りない小売サービスなどを誘致

栄橋（戦争遺跡）を保存するため、

取付位置をずらす必要がある

老朽建物が多く、近い

うちに更新が必要

→面整備で一体的利用

ができるようにする

沖縄市方面へ

の主要幹線軸

埋め立て

一体的活用

屋良のシリーガー

環境
保全
軸

C グループ

町内の移動の流れとして遊

歩道から直結するような町

内バスの結節点（ターミナ

ル）を整備できるとよい。東部地域と西部地域の繋がり

としては、歩行者が国道58

号を横断しやすい環境をつく

るとよい。→歩道橋の設置

老朽住宅改善のための

市街地再開発

ニュータウンのような

エリアを整備し居住可

能な面積を増やしてい

くことで、町内の人口

増加をめざす。

大会が開催される期間外には、ス

ポーツブランドのイベント誘致な

どを行い、道の駅かでなとの連携

を図ることで、地域を盛り上げる。

現在白地地域となっている役場周辺を含めて商業ゾーン

とすることで、様々な機能を集約させる。（「県庁」「那

覇市役所」「パレット久茂地」のような集約のイメージ）

（総合病院移設、立体駐車場の整備など）ネーブルカデナと海浜

公園が連携することで

地域を盛り上げていく。

環境
保全
軸

B グループ

環境保全軸

【　凡　例　】

行政 ・業務拠点

賑わい ・交流創出拠点

スポーツ・レクリエーション拠点

歴史文化拠点

防災拠点

道路

歴史文化軸

構想道路

商業ゾーン

Aグループの特徴

・ ウォーターフロントゾーン
・比謝川沿いの施設を繋ぐ歴史
　文化軸
・東西を繋ぐ交通軸の整備　など

Bグループの特徴

・ 老朽住宅改善の市街地再開発
・久得地域への住宅地整備
・中央公民館跡地への交通結節
　点の整備　など

Cグループの特徴

・ 老朽建物更新に合わせた商業
　施設の誘致
・朝夕の渋滞緩和のための交通
　軸の強化　など

ワークショップ コラム⑤ワークショップ コラム⑤


